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SHIP SECURITY ADVISORY No. 10-25J 

To: Owners/Operators, Masters, Company Security Officers, Recognized Security 
Organizations 

SUBJECT: GEOPOLITICAL CONFLICT IN THE BLACK SEA AND SEA OF AZOV 
 

Date: 4 December 2025 
 

 
SSA No.08-23 は絶版となります。 

 

1.0 最新の動向 
 

1.1 紛争の継続と海上での脅威 

 

.1 ロシアとウクライナは軍事作戦を継続しており、エネルギー関連施設や海上船舶・港湾への軍事攻撃や

ドローン攻撃が続く見込みです。海事関係者は直接攻撃、付随的損害、GNSS（全球衛星測位システ

ム）干渉のリスクにさらされています。 
.2 ウクライナ軍はロシアのエネルギー施設に対する攻撃を繰り返しており、Tuapse 石油ターミナルへの 2

度目の攻撃や、2025 年 11 月 3 日の黒海におけるロシア占拠の海上掘削リグへの UAV(無人航空機) 
/USV(無人水上艇) 複合攻撃を行っています。 

.3 ウクライナの一時的な海上回廊 (海上輸送ルート) は利用されていますが、嫌がらせ、攻撃による付随

的 (巻き添え) 損害、GNSS 干渉などのハイブリッド脅威を含む重大なリスクは引き続いています。 
.4 欧州連合は 2025 年 5 月に黒海海上安全保障ハブを設立し、海底ケーブルや洋上施設など重要インフ

ラの監視を強化してロシアのハイブリッド活動 (妨害、破壊工作など) に対抗しています。 
 

1.2 浮遊機雷 

 

.1 2022 年以降、100 個以上の海上機雷が確認されています。ルーマニア、ブルガリア、トルコ、ウクライナ

による機雷対策作業が継続中で、反時計回りの海流により機雷が西岸に漂流し、商船航行にリスクをも

たらしています。 
.2 NAVAREA III 警報 0092 および 0122 は、機雷が存在する海域や漂流機雷に関して引き続き有効で

す。 
.3 ルーマニアの港に接近する船舶は、位置 43°47.59' N, 028°50.86' E を使用することが推奨されま

す。Mangalia、Constanta、Sulina への推奨航路についてはブルガリア当局に連絡してください。見張り

を維持し、機雷を発見した場合は VHF チャンネル 16 でルーマニア当局に報告してください。 

 

本船舶保安通知は、毎年弊局によって審査され、特段の記載が無い限り、また置き換え、取り消しが無い限り、発行・更新から１年後に失効します。 

https://armada.defensa.gob.es/ihm/Aplicaciones/Navareas/Index_Navareas_xml_en.html
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1.3 UAV および USV の脅威 

 

.1 ウクライナによる UAV/USV 作戦は、ロシアのエネルギーおよび海軍・海事インフラに対して継続中であ

り、2025 年 11 月 3 日のリグ攻撃では、海岸線を超えた、監視、兵器投下、徘徊型攻撃を行う「スタック

型」無人システムの使用が確認されています。 

.2 黒海上空ではロシアとウクライナのドローン活動が増加しており、商船が攻撃経路付近で視認されること

もあり、衝突や誤認識のリスクが高まっています。ドローン活動への警戒を強化することが強く推奨され

ます。 

 

1.4 カスピ海パイプラインコンソーシアム（CPC）およびロシア黒海港 

 

.1 ウクライナによる Tuapse への攻撃や、以前の Novorossiysk への攻撃は、ロシアのエネルギーインフラ

を混乱させ、CPC 関連施設や黒海の石油ターミナルの脆弱性が依然として高いことを示しています。 

.2 ロシアの港は、潜水ケーブル、ガスプラットフォーム、商船に対する妨害、破壊工作などのハイブリッド脅

威に直面しており、リンペット機雷(吸着機雷)や無人潜水艇 (UUV) の使用も懸念されています。 

 

1.5 港湾における最近のインシデント 

 

.1 港湾インフラ攻撃による付随的 (巻き添え) 損害は、商船にとって主要なリスクです。最近の事例として: 
 

a) 2025 年 11 月 14 日 – Novorossiysk (ロシア) : ウクライナ軍がドローンとミサイルによる複合攻撃

を港に実施し、石油貯蔵施設、貨物ターミナル、停泊中の船舶が損傷。乗組員 3 名が負傷し、石油

輸出が一時停止 (世界供給の約 2%に影響) 。 

b) 2025 年 11 月 15 日 – オデーサ地域およびキーウ(ウクライナ) : ロシア軍が夜間にミサイルとドロー

ンによる空爆を行い、エネルギーインフラと港湾施設が損傷。 

c) 2025 年 11 月 17 日 – Izmail (ウクライナ、ドナウ川) : ロシアのドローンがトルコ籍 LPG タンカー(液
化石油ガス 3,000 トン積載) を攻撃し、大火災が発生。負傷者 1 名、近隣のルーマニア村で避難命

令。複数の商船が損傷。攻撃の目的は、トルコ船主によるウクライナ貿易の抑止と推測。 

d) 2025 年 11 月 17 日 – Tuapse (ロシア) : ウクライナの USV が Tuapse 石油ターミナルを攻撃し、

積み込み桟橋付近で爆発。タンカー1 隻が停泊中。油流出が報告され、燃料輸出停止、製油所閉

鎖。 

 

.2 2025年にウクライナの港でロシアのミサイル攻撃により損傷した商船は4隻: 

 
a) 2025年3月1日: パナマ籍コンテナ船とシエラレオネ籍バルクキャリアーがオデーサで損傷。死傷者

なし。 

b) 2025年3月11日: バルバドス籍バルクキャリアーがオデーサで被弾。乗組員4名死亡、2名負傷。 

c) 2025年8月31日: ベリーズ籍バルクキャリアーがChornomorsk近くで爆発物により軽微な損傷。死

傷者なし 
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1.6 海上における最近のインシデント 

 

.1 2025 年 10 月 7 日 : ロシア寄港予定のバルクキャリアーが黒海中央部 (トルコ・シノプ北 72 海里) で
UAV に被弾。UAV は弾頭を搭載しておらず、重大な損傷や負傷はなし。攻撃の意図は不明（標的攻

撃、誤認、偶発の可能性）。 

.2 2025 年 11 月 29 日: 黒海で 2 隻のタンカーが爆発物搭載 USV に被弾。両船はロシア黒海港からの長

年にわたる石油輸送歴あり。ウクライナが攻撃を認めた。 

.3 2025 年 12 月 2 日: トルコ沿岸沖 80 海里でロシア籍タンカー (ひまわり油積載) が UAV に攻撃される。

死傷者なし。ウクライナは責任を認めていない。 

 

1.7 商船に対する追加の脅威 

 

.1 制裁関連 

 

a) ロシアの制裁回避タンカーは、ウクライナの穀物回廊付近での危険な操船により、衝突や汚染のリ

スクを高める可能性がある。 
 

.2 ハイブリッドおよびサイバー脅威 

 

a) 海底ケーブルの破壊工作の可能性 

b) GNSS 干渉 

 

2.0 セキュリティレベル 

 

.1 ウクライナ排他的経済水域 (EEZ) : 弊局では、すべてのマーシャルアイランド登録船舶に対し、セキュリティレベル III 
(または港湾で同等のセキュリティ措置) を要求します。 

.2 ロシア黒海 EEZ : セキュリティレベル II (または港湾で同等の措置) を要求します。 

.3 黒海でロシアまたはウクライナの港に寄港する船舶は、宣言されたレベルと同等のセキュリティ措置を実施し、可能な

場合は港湾施設セキュリティ責任者(PFSO) とセキュリティ宣言(Declaration of Security) を完了する必要があります。 

 

3.0 対象となる船舶および船員 

 

.1 ウクライナ籍の乗組員を有する船舶は ロシアの港では、追加の精査や尋問を受ける可能性があります。 

.2 ロシアの輸出規制および制裁の変化により、 西側諸国に関連する船舶や、制限貨物を積載する船舶は、拘留や嫌

がらせのリスクが高まっています。オペレーターは、貨物が現地規制に適合しているかを、手配前に現地代理店と確

認してください。 
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.3 足止めを食らった船舶、または航行中の船舶に乗船する船員は、攻撃、物資不足、心理的負担などのリスクが高まっ

ています。 

 

4.0 ガイダンス 

 

.1 可能であれば、黒海におけるウクライナおよびロシアの排他的経済水域(EEZ) 内での航行や作業を避けてください。

ケルチ海峡は依然として封鎖されており、アゾフ海へのアクセスにはロシアの許可が必要です。 

.2 閉鎖されたウクライナ港に停泊中の船舶は、軍事当局から出港許可が与えられるまで留まらなければなりません 

.3 ウクライナの港は閉鎖されていますが、特別回廊を通じて個別に許可された船舶のみが利用可能です。 

.4 北西黒海の航行は、制限および機雷の脅威により推奨されません。 

.5 AIS (船舶自動識別装置) は、SOLAS に従って送信を維持してください。ただし、船長が安全またはセキュリティ上の

理由で運用が危険と判断した場合を除きます 

.6 警報を受信するため、常時 VHF を監視してください。 

.7 GNSS 干渉に備えてください (SSA 09-25 を参照)。 

.8 軍艦からの指示に従い、呼びかけを受けた場合は直ちに報告してください。 

.9 常に能動的な航海前の脅威・リスク評価を実施してください。 

.10 UAV/USV 攻撃時に使用する安全集合地点 (SMP) を指定してください。SMP は水線より上、船体中央部、上部構造

の低い位置に設置することが望ましい。 

.11 船首に見張り員を配置し、視界不良時の航行を最小限にしてください。 

.12 USV、UAV、潜水型脅威に対応するため、見張り体制と訓練を強化してください 

.13 脅威が高まっている期間は、乗組員の移動を厳しく管理し、外部への露出を減らしてください。 

.14 最近ロシアの港に寄港した船舶については、船体検査を依頼することを検討してください 

 

5.0 国際海事機関 (IMO） 
 
.1 IMO は緊急タスクフォースを維持しており、専用のウェブページでガイダンスと最新情報を提供しています。このペー

ジでは、船員の安全、国際海運のセキュリティ、そしてウクライナの特別海上回廊 (Chornomorsk、オデーサ、

Pivdennyi から出港する商船向け) の重要性が強調されています。IMO 決議 A.1183(33) は、ウクライナの回廊運用

に対する技術支援を強調しています 

 

6.0 各種情報 

 

.1 NAVAREA III Warnings in Force 

.2 NATO Shipping Centre - Risk of Collateral Damage in the Northwestern, Western, and Southwest Black Sea 

.3 NATO ATP2: NCAGS’ Guide to Owners, Operators, Chapter 4 

.4 OCIMF: Loitering Munitions – The Threat to Merchant Ships 

.5 US Maritime Advisory 2025-011: Black Sea and Sea of Azov - Military Combat Operations 

.6 IMO: Maritime Security in the Black Sea and Sea of Azov 

 

https://iritokyo.co.jp/gnss%e5%b9%b2%e6%b8%89-ssa-09-25/
https://www.imo.org/en/mediacentre/hottopics/pages/maritimesecurityandsafetyintheblackseaandseaofazov.aspx
https://wwwcdn.imo.org/localresources/en/KnowledgeCentre/IndexofIMOResolutions/AssemblyDocuments/A.1183(33).pdf
https://armada.defensa.gob.es/ihm/Aplicaciones/Navareas/Index_Navareas_xml_en.html
https://shipping.nato.int/nsc/media-centre/news-archive/2024/risk-of-collateral-damage-in-the-northwestern--western-and-southwest-black-sea
https://www.google.com/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=&ved=2ahUKEwjup6rc34ORAxXoFmIAHSJzBz0QFnoECB4QAQ&url=https%3A%2F%2Fshipping.nato.int%2Fsystems%2Ffile_download.ashx%3Fpg%3D692%26ver%3D2&usg=AOvVaw0y6NnAB2XKKunepOQFmVqY&opi=89978449
https://www.ocimf.org/document-libary/loitering-munitions-the-threat-to-merchant-ships-1
https://www.maritime.dot.gov/msci/2025-011-black-sea-and-sea-azov-military-combat-operations
https://www.imo.org/en/mediacentre/hottopics/pages/maritimesecurityandsafetyintheblackseaandseaofazov.aspx
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7.0 報告 

 

.1 インシデントや不審な活動を発見した場合は、直ちに弊局および NATO Shipping Centre (NSC) に報告してくださ

い。 

.2 サイバーまたは電子的干渉が疑われる場合は、弊局 (MI-109-5) および NSC に報告してください。 

 

8.0 連絡先情報 

 

.1 海事セキュリティに関する連絡先については、MARSEC-210 を参照してください。 

.2 質問や懸念事項は、marsec@register-iri.com まで直接お問い合わせください。 

 

 

 

 

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?Host=Teams&lang=%7Blocale%7D&groupId=%7BgroupId%7D&tid=%7Btid%7D&teamsTheme=%7Btheme%7D&upn=%7Bupn%7D&id=40TaFIgtAUWw8UOM_Gwr7e193Sutk2lGshHMEJnePYNUMTk4RzdGMjVLQzNXNkpDUzM1RUhKVTlGSy4u
https://www.register-iri.com/wp-content/uploads/MARSEC-210.pdf
mailto:marsec@register-iri.com

